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【手続補正書】
【提出日】平成20年12月1日(2008.12.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力された動画像データを、フレーム間予測符号化を用いて符号化する画像符号化手段
と、
　入力された音声データを符号化する音声符号化手段と、
　それぞれ予め決められた期間分の前記動画像データと前記音声データを単位として、符
号化された前記動画像データと符号化された前記音声データとを多重する多重化手段と、
　前記多重化手段によって多重されたデータを記録媒体に記録する記録手段と、
　前記多重化手段によって多重化する単位毎に前記動画像データと前記音声データがそれ
ぞれ固定長化されるように前記動画像データと前記音声データを符号化するよう、前記画
像符号化手段と前記音声符号化手段とを制御する制御手段とを備えることを特徴とする記
録装置。
【請求項２】
　前記記録手段は、符号化された前記動画像データを多重化する単位のサイズと前記多重
化する単位の動画像データのフレーム数とを含む付加情報を前記記録媒体に記録すること
を特徴とする請求項１記載の記録装置。
【請求項３】
　前記付加情報は、符号化された前記音声データを多重化する単位のサイズと前記多重化
する単位の音声データのフレーム数とを含むことを特徴とする請求項２記載の記録装置。
【請求項４】
　前記付加情報は、前記固定長化された動画像データと音声データの合計のサイズの情報
を含むことを特徴とする請求項３記載の記録装置。
【請求項５】
　前記記録手段は、前記多重化手段によって多重化されたデータをファイルとして前記記
録媒体に記録すると共に、前記付加情報を前記ファイルのヘッダとして記録することを特
徴とする請求項２から４の何れか１項記載の記録装置。
【請求項６】
　前記画像符号化手段は、所定数のフレームを単位として前記動画像データを符号化し、
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前記多重化手段は前記動画像データの符号化単位の整数倍を単位として前記符号化された
動画像データを多重化することを特徴とする請求項１から５の何れか１項記載の記録装置
。
【請求項７】
　前記記録手段により記録する動画像の画質の情報を入力する手段を備え、前記画像符号
化手段は前記入力された画質に応じて前記固定長化する動画像データのサイズを決めるこ
とを特徴とする請求項１から６の何れか１項記載の記録装置。
【請求項８】
　前記記録媒体から前記多重化されたデータを再生する再生手段を備え、前記再生手段は
前記記録媒体から再生された付加情報に応じて前記多重化されたデータを特殊再生するこ
とを特徴とする請求項１から７の何れか１項記載の記録装置。
【請求項９】
　入力された動画像データを、フレーム間予測符号化を用いて符号化する画像符号化工程
と、
　入力された音声データを符号化する音声符号化工程と、
　それぞれ予め決められた期間分の前記動画像データと前記音声データを単位として、符
号化された前記動画像データと符号化された前記音声データとを多重する多重化工程と、
　前記多重化工程によって多重されたデータを記録媒体に記録する記録工程と、を有し、
　前記画像符号化工程と前記音声符号化工程では、前記多重化工程によって多重化する単
位毎に前記動画像データと前記音声データがそれぞれ固定長化されるように前記動画像デ
ータと前記音声データを符号化することを特徴とする記録方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】記録装置及び記録方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、動画像データや音声データを符号化して記録する技術に関するものである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされ、その目的は、ファイルとして記録された動画像デ
ータや音声データの再生時やサーチ時に必要なメモリ容量を削減し、データアクセスを高
速化できる技術を実現することである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　上記課題を解決し、目的を達成するために、本発明の記録装置は、入力された動画像デ
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ータを、フレーム間予測符号化を用いて符号化する画像符号化手段と、入力された音声デ
ータを符号化する音声符号化手段と、それぞれ予め決められた期間分の前記動画像データ
と前記音声データを単位として、符号化された前記動画像データと符号化された前記音声
データとを多重する多重化手段と、前記多重化手段によって多重されたデータを記録媒体
に記録する記録手段と、前記多重化手段によって多重化する単位毎に前記動画像データと
前記音声データがそれぞれ固定長化されるように前記動画像データと前記音声データを符
号化するよう、前記画像符号化手段と前記音声符号化手段とを制御する制御手段とを備え
る。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　また、本発明の記録方法は、入力された動画像データを、フレーム間予測符号化を用い
て符号化する画像符号化工程と、入力された音声データを符号化する音声符号化工程と、
それぞれ予め決められた期間分の前記動画像データと前記音声データを単位として、符号
化された前記動画像データと符号化された前記音声データとを多重する多重化工程と、前
記多重化工程によって多重されたデータを記録媒体に記録する記録工程と、を有し、
　前記画像符号化工程と前記音声符号化工程では、前記多重化工程によって多重化する単
位毎に前記動画像データと前記音声データがそれぞれ固定長化されるように前記動画像デ
ータと前記音声データを符号化する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本発明によれば、ファイルとして記録された動画像データや音声データの再生時やサー
チ時に必要なメモリ容量を削減し、データアクセスを高速化できる。
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